










































































や、British Educational Research Journalの論文の輪
読を行い、それらの内容を基にディスカッションを行って
います。また月に１回、所沢市の小学校の先生方と一緒に
勉強会を行い、院生が発表したTeaching and Teacher 
Educationの研究内容を基に、海外の研究的知見が日本
の小学校にどのように適用可能であるのかについてディス
カッションを行っています。その他にも、研究に関する理
論的背景を学ぶために、他大学の博士課程の院生と合同で
システム理論について勉強会を行うなどして教育を総合的
に学んでいます。
　院生はこれらで学んだ内容を基に、関心のあるトピック
を選択し、修士論文のテーマを決めます。具体的な研究課
題としては、「生徒の学習成果に影響する教師の知識に関
する研究」、「教師と学生サポーターの恊働が児童に与える
影響の実証研究」、「授業での相互的意思決定過程における
教師の意味形成の機能に関する研究」、「教師による授業
認知と省察に関する研究」、「教職経験による教授ストラテ
ジー生成の比較研究」等があります。
・夏合宿
　2013年度の夏合宿では神戸大附属の幼稚園と小学校を訪
問しました。幼稚園では、園児が遊んだり幼稚園の先生と
話したりする様子や、園内の取り組みを見学しました。小
学校では、実際に授業の様子を見学し、様々な授業を見る
ことで、それぞれの教師のカラーを自分達の目を通して学
びました。また、それぞれ見学の中で撮影したビデオや写
真を用い、合宿後に各自で考察も行いました。
　例年、合宿に向けて学部生から院生まで混ざってグルー
プ課題に取り組みます。2013年度は２つのテーマについて
合宿で課題発表を行いました。１つは「教師のわざの抽出」
をテーマに、グループに分かれて過去の授業動画から教師
のわざを抽出し、分類しました。もう１つは「ボランティ
ア活動のタイプ分類」というテーマで、これまでのボラン
ティア活動のレポートから活動を分類し、活動の現状と課
題について考えました。合宿でグループ毎に課題発表を行
い、全体でディスカッションをすることで、考えがより深
まります。
　また、学びの合間に小学校の体育館をお借りしてゼミ生
全員でスポーツ大会を行ったり、観光したりと、毎年充実
した合宿になっています。
・サンディエゴ大学の学生との交流
　ゼミ活動の一環として、2011年からサンディエゴ大学の
学生たちと交流を行っています。サンディエゴ大学の学生
が日本を訪れた際は、ボランティアに携わっている小学校
で国際交流授業をしてもらったり、ゼミ生とともに授業研
究をしたりします。また、学生同士でディスカッションを
することで互いの教育や学校の仕組みを学ぶことで考えを
深めることができます。
　こちらからは毎年有志でサンディエゴ大学に訪問してお
り、アメリカの小学校の様子や大学内を見学させていただ
くだけでなく、研究発表や日本におけるデジタル教科書の
紹介など積極的に意見を交換することができる場を設け、
互いが学べる環境を作ってきました。
　一方で、発表会が終わった後にみんなで食事をとったり
パーティーをしたりと、お互いの理解をより深めながら、
友人としても良い交流を続けています。
サンディエゴ大学との合同授業研究
【略歴】
大阪大学人間科学部、同大学院人間科学研究科博士前期課
程修了、大阪大学人間科学部助手、国立教育研究所（現国
立教育政策研究所）研究員、神戸大学発達科学部助教授を
経て、2002年より早稲田大学にて教育研究活動を行ってい
ます。現在は、教師のわざの探究、子どもの自己発達と学
校教育との関係、学校と大学との連携などを研究テーマと
しています。
